
く 論 説 ノ 

簿記教育の種々相 

大 藪 俊 哉 

はじめに 

本稿は日本簿記学会第 8 回関東部会 (1992 年 

5 月 23 日，船日本大学商学部 ) における報告に 

加筆したものであ る． 

本学会における 統一論題のテーマは ， 「現代 

簿記理論・実務・ 教育の課題   乖離を中心と 
して一一」であ り， 「簿記理論・ 実務・教育に 

著しく乖離がみられている 現状に対して ，いか 

に考え，いかに 対応したらよいのか ，いかに 乖 

離を調和したらよいのか」について 報告が求め 

られ，筆者は 簿記教育についての 課題をとりあ 

げ， 標記のテーマで 報告をした． 

ところで， 「乖離」とは 英訳すれば， depar- 

ture  form  the  standa,d  または deViation  from  a 

no,mal  way  (of  doing)  or  from  a  regular 

course  (ofaction)  とでもなるのではないかと 

思われる． とすれば， 簿記教育における 基準あ 

るいは常道と 呼ばれるものは 何かについて、 改 

めて問わなければならない． 基準あ るいは常道 

が確認されていなければ ，それからの 乖離の状 

態を指摘することはできないし ましてその対 

処について議論することもできないからであ る   

本稿は上記のようなスタンスに 立って行った 

報告であ る． 

1  簿記教育の態様とその 内容 

上記の視座から 簿記教育を考えるとき ，思 い 

出されるのは ，筆者が責任者としてまとめた 日 
本簿記学会の 研究部会報告であ る ". 

(1) 高等学校における 簿記教育 

高校における 簿記教育は，文部省の 学習指導 

要領に従い，検定教科書を 使用しておこなわれ 

ているから，総じて 統一的，画一的であ る．従 

って簿記教育上の 間 題は ，学習指導要領に 関わ 

るものが多いといえる． 

注意を要するのは 学習指導要領は 商業高校に 

おける教育を 前提として策定されているという 

ことであ る・ というのは，最近では 普通高校， 

農業高校でも 簿記の選択履修が 増加してきてお 

り， このような状況をも 考慮した簿記教育も 考 

えなければならないことが 認識されている． 一 

方，商業高校では ，高校時代 よ り公認会計士， 

税理士など職業会計人を 目指して学習する 生徒 

が 増加してきているので ， 従来よりも高度な 知 

識と技能が要望されるに 至っている． また商業 

高校自身も教育の 活性化をはかるために ，会計 

料， 経理情報科など 小学科制を導入して ， 簿 

記 ・会計の教育を 推進しようとする 動き示して 

いる ". 

このような状況を 考えると，高校における 簿 

記教育は今後さらに 多様化が進められる 必要が 

あ ると思われる． また従来高校の 検定教科書と 

して用いられていた 簿記会計Ⅰ・Ⅱは ，来年度 

(1994 年 ) からは，簿記と 会計に分冊されるこ 

とになっているので ， これが高校における 簿記 

教育の多様化にどのような 影響を与えるか 興味 

深いところでもあ る． 

(2) 専門学校における 簿記教育 

専門学校における 簿記教育は，短期間に 各種 
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は 財務諸表論で 扱われるべきで ぐ 事実， 財務諸 

表論の書物では 例外なく扱われている． 下 ，簿記 

吉 では詳しく扱うべきものではない ". ただし 

の 簿記，商品売買に 関する特殊問題 9, などがそ 

の主要なものとなる． これをここでは 応用簿記 

と表示しているが ，元来，応用簿記とは 簿記 原 

簿記が帳 簿記入 (book-keeping) の略称 とい わ 
れる以上，帳 簿組織は「簿記原理」から 除くと 

いっても，単一仕訳帳 ，元帳 制を除いては 簿記 

の説明はできないので ， これを基本帳 簿組織と 

して，補助元帳 ，補助記入帳 の補助簿も「簿記 
原理」に含めるべきものと 考えている． 簿記は 

財務諸表作成の 基礎資料を提供するばかりでは 

なく， その記録によって 日常的な判断・ 意志決 

定・管理に役立っていることを 強調していくべ 

きであ ると考えているからであ る 8,. 結局「簿 
記原理」から 帳 簿組織を除くとは ，特殊仕訳帳 

制 とか伝票会計 制 等は除くということになる ， 

いずれにしても ，すでに触れたよ う に，簿記 

教育の共通基盤として ， また簿記の研究者・ 教 

盲者がお互いにホモ ジィ ニアスな立場・ 資質で 

議論し合えるための 共通日 り 認識基準として ， 

「簿記原理」を 確認しておく 必要があ ろう． と 

ころで，簿記教育は 学校教育ばかりでなく ， 実 

務 教育も含めて 考えなければならないといわれ 

る． このような観点から 簿記教育の全体像を 示 

し 「簿記原理」の 位置付けを示すと ，下図の 

とおりになる ， 
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BOX Ⅱでは BOXI からいわば追い 出された 

事項を扱 う ・帳 簿組織，本支店会計，株式会社 

埋を業種 こ 。 とに適用した 形態を いう のが普通で 

あ る． よって簿記原理を 商品売買業に 適用すれ 

ば商業簿記が ， また製造業に 適用すれば工業簿 

記が展開される・ 同様にして，銀行簿記，農業 

簿記，建設業簿記等が 展開される． ということ 

は ， 簿記原理は元来特定の 業種を対象とするこ 

となく，経済主体の 経済活動を勘定科目と 貸借 

記入原則によって 記録・計算・ 整理する方法に 

ついての一般的・ 普遍的な説明体系でなければ 

ならない筈であ る・ しかし実際には ，説明をで 

きるだけ簡単にし また簿記原理の 適用範囲を 

広くするために 経済活動の内容が 簡単で普遍的 

な業種として 商品売買業またはサービス 業を選 

び， これを対象として ，すなわち商業簿記とし 

て 簿記原理が構築されている・ その意味で，簿 

記原理はそもそもカッコ 付きのものであ るとい 

わなければならない． 本稿ではすでに 述べたよ 

うに， この簿記原理の 内容を限定し 「簿記 原 

理 」 として BO)Xl で扱い， これを基礎として 

展開・応用される 簿記法を応用簿記として 

BOX Ⅱで扱うものとしている． 

従来， 学校で教育してきた 簿記は， BO)XT 

と BOX Ⅱを組合せた 原理的な理論簿記であ る． 

よって実践的な 実務簿記は実務教育に 委ねてい 
るわけで，僅かに 伝票会計， 日計表簿記， 証悠 

記入帳 制 ， 証想 書類等の帳 簿への流用などが 

BOX Ⅱで扱 う ことがあ るに過ぎなかった． こ 

のような事情から ，学校簿記は 会計実践をほと 

んど顧みていないと 批判されることがたびたび 

あ ることは周知のとおりであ る   

この種の批判をここで 棚 卸する積りはな い の 

で， いく っ かの例をあ げるにとどめておきたい 

㎝ 頁 不同 ). 

① 商品特殊売買についてはいろいろの 処理 
法が説明されるが ， これが学習者に 混乱を与え 

ている・ のみならず， これらの処理法は 会計 実 

践 ではほとんど 採用されていない 10) ・結局， 
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商品特殊売買の 処理法は検定試験・ 資格試験の 

ためにのみ存在しているのではないか． 

② 特殊仕訳帳 制の帳 簿組織も会計実践では 

採用されていない． 

③ 商品売買の処理は 分割商品勘定で 説明す 

るのが実践的であ り， よって単一商品勘定の 説 

明は不要であ る． 

④ 決算は精算表で 実施するのが 実践的であ 
る 11) 

⑤ 本支店会計において 末運取引の処理が 問 

題 12) となっているが ，会計実践上は 問題には 
ならない． 

すでに述べたように ， これらはいずれも 

BOXm の教育から BOX Ⅱの教育に対する 批判 

であ るが， さらにつぎのような 状況から BOX 

m の実務簿記を 求める動きがあ る． すなわち， 

コンピュータ・ 通信技術の発達・ 整備に伴って 

，情報化社会に 入ったといわれたり ， また OA 

機器の発達・ 整備に伴って OA 化時代に入っ 

たともいわれて 情報教育がはじまり ， これが同 

時に BOX Ⅲの教育需要を 高めている． 

しかし BOX Ⅲの教育から BOX Ⅱの教育に 

対する批判があ るからといって ， また情報化社 

会 に入りコンピュータ 会計が手記簿記・ 機械簿 

記にとって 伐 るといっても ，われわれの 先達の 
研究成果を長年に 亘 って蓄積・整備した 原理的 

な理論簿記，すなわち BOXl . BOX Ⅱの組合 

せによる簿記教育を 軽視したり， まして簡単に 

放棄するという 愚は犯すことはできない．原理 

的な理論簿記は ，今後一層整備されていくとし 

ても，厳然として 存続し会計における 主とし 

て 記録機能を説明する 体系として研究・ 教育さ 

れなければならない． またそれは BOX Ⅲの実 

務簿記の体系的説明にも 資するものでなければ 

ならない． 

つまり実践的な 実務簿記の要請が 高まるとい 

っても，それは 現実の企業規模，業種， 日進月 
歩の著しいコンピュータ・ oA 機器等の相違に 

より千差万別であ り，何を基準として 学校教育 

(BOXn) に採り入れる 会計実践を選ぶのか ， 

したがってまたどのような 実務簿記 (BOX Ⅲ ) 

を学校教育に 採り入れるのか ，大変むずかしい 

選択に追きられることになる．仮にその 選択が 

できても，それは 1 つの例示に終ってしまい ， 

結局学校簿記教育 '3) では，実践簿記そのもの 
ではなく， 一般化して普遍的・ 原理的なものを 

扱わなければならない 14). 
また会計実践ではコンピュータ 会計が採用さ 

れる場合が多くなってきているということで ， 

たとえば EDP 会計システムの 効用が累々説明 

される・ この場合，取引を 同システムにインプ 

ットすれば， データ・べ ー スから必要に 応じて， 

たとえば仕入帳 ，売上帳 ・商品 有 高帳 などの 記 

録や ，元帳 の諸記録はもとより ，決算 諸 表もア 

ウトプットされてくるので ，取引の記録・ 計 

算・整理・保管といったいわゆる 会計プロセス 

の正規の手順が 見失われてしまう 結果となる 

15). これを補完するのが 原理的な理論簿記で 

あ る． たとえば BOX Ⅱで教育されている 特殊 

仕訳帳 別の記入手続は ，各種帳 簿間の記入関係 

を説明し理解させるのに 役立ち， またコンピ 

ュータ・ロジック ( プロバラミンバ ) に活用す 

ることができ ， BOXf の実務教育を 支援する 

ことになる． 

同様にして，商品売買の 処理は分割商品勘定 
で 説明するのが 実践的であ り， よって単一商品 

勘定の説明は 不要であ ると批判してみても ， 単 

一 商品勘定の処理が 何故に実践的でないのか ， 

そして何が分割されるのかを 説明しなければ ， 

体系的な教育はできない ' 。 ). 

本稿では， BOX Ⅲから BOX Ⅱの教育に対す 

る 批判として， もう 2 つ挙げている・ 精算表と 

本支店会計における 未達 取引に関する 批判であ 

る 

原理的な理論簿記で 精算表を扱う 理由として， 

少なくともっ ぎ の 3 点を指摘することができる． 

( イ ) 帳 簿を前提とした 簿記一巡の手続の 中で， 

決算手続は最も 複雑かく重要な 手続であ る． よ 

って帳 簿決算手続を 説明する前に ，その内容を 

精算表の作成手続 ( 表式決算手続 ) で説明して 
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おくほうが便利であ る．精算表の 損益計算書欄， 

貸借対照表欄を 完成する手続を 元帳 の勘定口座 

面で行 う のが帳 簿決算手続であ るからであ る． 

。 日 記帳 演習上，帳 簿決算に先立って 精算表を 

作成し それを参照して 帳 簿決算記入を 行えば， 

誤りもなく， 決算途上についてまわる 不安の解 

消にも役立っ． この意味で，決算予備手続の 1 

つとして精算表の 作成を任意に 含める簿記事も 

あ るくらいであ る 1". 

@ ハ ， 精算表は複式簿記の 構造を説明するのに 便 

利であ る 181. 

よって帳 簿決算記入後の 元帳 記録から誘導法 

によって財務諸表を 作成するという 立場を遵守 

しながら，上記の 理由から精算表を 説明の手段 

として利用しているのであ って。 財務諸表が作 

成 '9, できれば，むしろ 簡単な手続のほうが 良 

いというものではない ， 0,. 英語で決算のこと 

を closingbooks とか closingaccounts という・ 

帳 簿を前提とした 簿記伝において ，決算を精算 

表で行ったら ，帳 簿の締切手続はどうなるのか   

精算・整理手続、 費用・収益の 損益振替手続， 

純損益の資本振替手続を 済ませば， 名 [ ョ 勘定と 

損益勘定は貸借平均するから 締切ることができ 

る ( 実はこの段階で 帳 簿決算手続の 大半は終了 

している ). 実在勘定については ，次期繰越記 

入と次期開始詞人を 実在勘定上で 同時に行うか ， 

この記入手続を 全く省略して 実在勘定をオープ 

ン にする・ この場合，実在勘定の 次期繰越高の 

確認 ( 換言すれば，決算手続の 正確性確認 ) を 

繰越ないし決算後試算表に 代えて，精算表の 貸 

借対照表欄の 数値を利用する． これは英米 式簿 

記伝ないしその 若干の変形にすぎず ，精算表の 

作成が帳 簿決算手続を 代替するとはいいがたい 

のではないか． この点についてはさらに 検討を 

要する   

最後に本支店会計における 末運取引の処理に 

ついて一言しておきたい． 原理的な理論簿記で 

は決算は正に 決算日一日で 済ますことになって 

いる・ しかも決算日とはいえ ， 5 時までは営業 

している理屈であ る． このようなことは 個人商 

店を前提としても 現実的でないが ，決算日の手 

続を説明する 体系上は理に 適っている． ところ 

で原理的な理論簿記が 本支店会計を 問題にする 

ときは，支店独立会計制度を 前提とする． よっ 

て決算日に本店，支店がそれぞれ 決算をおこ な 

い 、 その報告を支店から 受けて本店がおこな う 

合併処理を説明するときに ，決算日直後の 数日 

の間に被 仕 同店に到着する 本支店間の取引をい 

かに説明するか ，教育担当者の 苦労するところ 

であ る． もちろん学習者にとっても 戸惑うとこ 

ろであ る． 会計実践において 決算は数十日掛か 

るのが普通であ るから，決算期間中に 末運取引 
はすべて既達になり ，取引の未 達 概念は生じな 

い・ このギャップをいかに 埋めるか， あ るいは 

このままいくべきか ，教育の体系と 効果の観点 

から，改めて 検討する 必 、 要があ る． 

BOX Ⅳは BOX Ⅲの基礎であ るが， 筆者は現 

在のところ， 若干の違いはあ るが BOXT と共 

通 のものを考えている． よって中央の 区切線は 

必しも必要ではないが ，簿記教育の 全体像を図 

解する上でできた BOX Ⅳをブラックボックス 

化しないで，積極的にその 内容を示すと ， たと 

えば電卓による 計算処理能力の 開発， コンビ 

ュータ・ワープロによる 記帳 ・作表技術の 基礎 

教育等を指摘することができる． これにやや堅 

苦しい名称を 与えるとすれば ， 「コンピュー 

タ・情報論の 基礎教育」とでもいうべきか． た 

だ 筆者はこれを 簿記教育の一部としていいのか ， 

現在のところ   懐疑的であ るので，名称は 明記す 

るに至っていないのであ る 21). 

いずれにしても ，簿記教育の 全体像から指摘 

できることは ， まず @ 原理的な理論簿記を 研 

究・教育しているときに ， それが実践的でない 

と批判しても ， また逆に実践的な 実務簿記を構 

想、 ・展開しているときに ， その体系上また 概念 

上吟味が不十分であ るとか，それは 一般的・ 普 

遍 的でないと批判しても ， あ まり生産的ではな 

いということであ る． つまり 皿 BOX Ⅱの問題 

は BOX Ⅱの土俵の中で 議論することによって ， 

したがってまた BO)X Ⅲの問題は BOxn@ の枠の 
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中で議論すること によって，それぞれ 無用の混 

乱と対立の生ずる 機会を解消し ， その成果が期 

待できるわけであ る． もちろん， け 同一の 

BoX 内に閉じこもることは ， 簿記教育全体の 

発展を遅らせるものとして ，あ るいは損うもの 

として留意しなければならない．つまり 金融・ 

経済の多角白 9 発展と企業活動の 複雑化・高度化 

によって， たとえば， かってのリース 取引の処 

理であ るとか昨今の 金融商品取引の 処理のよう 

に ，簿記の研究・ 教育の素材は 企業実践にあ り   

理論的検証を 経る余裕もないまま 臨床的に処理 

される経済事象にも 十分配慮しなければならな 

レ Ⅰ   

この ょう に原理的な理論簿記と 実践的な実務 

簿記は相互に 関連をもち，影響し 合うことは必 

要 であ るが， その場合の交流・ 議論は少なくと 

も 「簿記原理」という 共通基盤の上で 行われな 

ければ， 実り多き成果は 期待できない． むしろ 

噛み合わないものになってしまうおそれが 多分 

にあ る 22). 

筆者が BOXI の「簿記原理」を 簿記教育の 

共通日 0 基盤として強調するのは ，実務性・有用 

性を優先させ ， BOXf の「実務教育」を 重視 

するあ まり， BOXT を軽視あ るいは見失うこ 

とをおそれるからであ る． BOXl はすべての 

簿記教育の正にコーナー・スト 一 ン でなければ 

ならない． 

m  簿記教育の種々相 

上記簿記教育の 全体像では，教育の 質 ( 内 

容 ) を問題にし 量 ( 教育時間 ) については 全 

く 触れていない 23). 簿記教育の質 ( 内容 ) だ 

けを考えるとしても ，その程度 ( 基礎レベル か 
応用レベル か ) を 加味する 24) と ，簿記教育と 

いっても現実には 多様であ ることが判る．簿記 

教育の全体像 ( 図解 ) において，縦軸と 横軸の 

交点を原点とし 横軸に簿記教育の 質の違いを， 

縦軸にその程度 ( 基礎レベル・ 応用レベルを 一 

応区別できるものとして 考える ) の差をとれば ， 

それぞれ原点からの 違い ， 差の大小によって ， 

簿記教育を類別することができ 25), 基本的に 
は 8 つに類別することができる ( 次頁 ). 

①の簿記教育は「簿記原理」のみを 扱うもの 
であ る．会計学総論とか 会計学概論として 簿記 
三八 
珊 ，財務諸表論，原価計算論， 監査論， など 会 

計科目の要点とその 関連を教育する 場合がこれ 

に 当る ． ただし この場合の簿記原理は 筆者の 

考えるものとは 必ずしも一致しない・ 

②の簿記教育は 正に原理的な 理論簿記の教育 

で ，従来の典型的な 学校簿記教育であ る・ 

③の簿記教育は②と 対照的なもので ，実践的 

な実務簿記を 教育するもので ，典型的な実務教 

育であ る． 

④を直ちに簿記教育と 呼称できるかは 検討を 

要するが (BOXIV をもっ ， ⑥ ，の， ⑧ ほ つい 

ても同様・ ), 経理課新人社員の 教育はこのケー 

スに相当することが 多 い ． また経理専門学校ま 

たは簿記専門学校で 情報処理論と 簿記論の基礎 

を 教育して社会に 送り出すコース ( たとえば情 

報経理コースのⅠ 年 課程 ) の教育対象がこれに 

相当する． 

⑤と⑧の場合には ，図解上原理的な 簿記教育 

と 実践的な簿記教育の 融合 ( 組合せ ) が可能に 

なっているが ， 実際には BOX Ⅱが主要な部分 

を 占め， BOX Ⅲは補足的であ ったり にの場 

合，⑤は②に 近か い 簿記教育となろ う ・ ), また 

BOxm が主要な部分を 占め， BOXD は補足的 

であ ったり にの場合，⑤は③に 近か い 簿記教 

育となる． ) する． 

⑥は図解上③と④を 併合した教育で ，実務教 
育の 2 ォ象であ り， また経理専門学校などで 実施 

している実践教育 ( たとえば，経営ビジネス 

コース， OA ビジネスコース ， ビジネス情報処 

理 コース ) の重要な中味であ る   

のは 図 何年上②と④とを 併合した教育であ るこ 

とは自明であ る． この場合は，実質的に②の 簿 

記 教育で，簿記 CAI を実施するなどしてその 

実効をあ げるためのサポート 分野として BOX 

W を位置づける 必要があ る． 

⑧は図解上①一ののいろいろの 組合せに ょっ 
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( ィ ) Box が --, っ の場合， 6, 

① 

@ 上 丁 

( ロ ) Box が二つの場合 

② ③ ④ 

ⅡⅡ m 

l 
下土 I Ⅳ 

( ハ ) Box が三つの場合 

⑤ ⑥ の 

Il  Ⅲ Ⅲ ⅡⅡ 

I 1@ IV I@ IV 

( 二 ) Box が四つの場合 

⑧ 

Ⅱ m 

I Ⅳ 

て 考えられる教育で ，実際には少なくとも 上記 具体的にどのような 教育 @ 容 ) を考えている 
⑤の簿記教育について 触れたことがそのままあ のであ ろうか． 直接には判らないが ， 日本簿記 

てはまるものであ る   学会の会貝の 研究報告からその 動向を推定する 

いずれにしても 上図は簿記教育の 類別パター ことにした   

ン であ り， 同じパターンの 簿記教育であ っても， その結果は次頁に 示すとおりであ る   

質の違い・程度の 差の大小によって 教育の重点 

が 変ってくる． それでは簿記の 研究・教育者は 
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日本簿記学会における 研究報告の動向 27) ( 年報第 1 号 一 第 6 号 ) 

( ィ ) 統一論題 ( ロ ) 自由論題 
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(V) その他， 8)28 

上記の資料から 推定できることは ，既に示し 

た簿記教育の 類別パターンのうち ，現在のとこ 

ろ①，②，③，⑤の 簿記教育に関心が 高いとい 

うことであ る・この場合にも 既に述べたように ， 

質の違い・ 程度の差の大小によってさまざまな 

簿記教育が構想、 されるわけで ，夫々が自分の 描 

く簿記教育が 標準だと考えると ，それ以外のも 

のは 皆 乖離した状態にあ るということになって 

しまう． 

筆者は ， 既に述べたように ， BOXI は簿記 

教育のコーナー・スト 一 ン であ ると考えている 

ので，「簿記原理」が 完全 ( 理想的 ) なもので 

あ れば，すべて 簿記教育であ るといっていいと 

思っている 29). よって BOXT については 質 ・ 
程度ともに完全でなければならない   よって 簿 

記教育における 乖離の状態とは ，「簿記原理」 
の教育が不完全な 場合，あ るいは軽視されてい 

る場合を指すと 考える．それでは「簿記原理」 

として教育すべき 内容はいかなるものを 考えて 

いるのか・ 

そ
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上記の展開からも 判るように，「簿記原理」 
の具体白 9 中味を構成する 要素 30) としては，大 

略下記のものが 考えられる． もちろんこれらは 

( Ⅱ ) (DO 

16 17 

(I) (IV) 

17 2 

(V  )  その他 77 

必ずしも十分吟味されているわけでなく ，今後 

とも検討していかなければなな い ことはお断り 

しておきたい． 

田 基礎概俳 31) : 

①取引要素としての 5 概念 ( 資産，負債， 

資本，収益，費用 ), ②取引，③勘定，④借方， 
貸方の用語と 貸借記入，⑤貸借平均の 原理，な 

ど 

(2) 基礎的な 帳 表 : 

①仕訳帳 ，②元帳 ，③補助記入帳 ，④補助 
元帳 ，⑤試算表，⑥精算表，の 貸借対照表，⑧ 

損益計算書，など 
(3) 基礎白 9 手続 : 

①仕訳，②転記，③開始手続，④営業手続， 
⑤決算手続， など 

(4) 簿記等式 32) . 

①資本等式，②貸借対照表等式，③損益法 

等式，④財産法等式，⑤試算表等式，⑥損益 計 
尊書等式，など 

(5) 基礎的取引の 処理 : 

①現金・預金取引，②商品売買取引，③掛 
取引，④手形取引，⑤固定資産取引，など 
(6) 導入企業形態 : 

個人企業 ( サービス業 か 商品売買業 33) か 
は特に意識しない． ) 

重要なことは ，これらの要素をいかに 組み合 
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せて導入していくかであ ろう，従来採られてい 

る方法は，取引要素であ る資産，負債，資本と 

収益，費用を 貸借対照表，損益計算書 ( いずれ 

も勘定式 ) に集約，表示することからスタート 

し勘定形式を 通じて取引を 分析していく 方法 

であ る． つまり財産の 変動から貸借対照表を 作 

成し その間の収益， 費用の計算を 行って損益 

計算書を作成する・ 続いて取引の 意味，勘定の 

説明を行い，仕訳・ 仕訳帳 ，転記・元帳 を説明 

していく方法であ る． この導入法を 仮に「勘定 

形式導入 法 34) 」と名づけるとすれば ，同じ 

「勘定形式博人法」でも バリエーシ，ン があ る 

が， ここでは立ち 入らない 3%, いずれにして 

も， この方法は短期日りに 簿記の記帳 技術・手続 

を 教育する点ではすぐれており ，実践的な実務 

教育の基礎としても 有用であ ることは確かであ 

る・ しかし簿記教育においては ， それだけでは 

なく， 記帳 技術・手続の 発展プロセスを 歴史 

的 ・発生史的に 検討を加えて ， その背景， あ る 

いはその背後にあ る考え方を教育することも ， 

とくに原理由りな 理論簿記においては 必要であ ろ 

う・ いろいろの問題点をとらえ ， それがどのよ 

うに展開されるか 展望し得る能力を 養うことも 

必要であ るからであ る． この方法を「発生史的 

導入 法 」と名づけておきたい． 

「勘定形式導入 法 」は複式簿記を 1 つの完成 

した記録・計算システムとしてとらえ ， これを 

教育するところに 特徴があ り， 「発生史的尊人 

法」は複式簿記という 記録・計算システムの 生 

成プロセスを 教育するところに 特徴があ る． よ 

って学校簿記教育特に 商業高校および 専門学校 

では，記録・ 計算の技術・ 手続を修得させるこ 

とに重点を置いていると 思われるので、 「勘定 

形式導入 法 」が有効であ るとしても，大学で 簿 

記教育を会計教育の 原点とする場合 ( たとえば 

会計学科の ヵ リキュラムにおける 簿記原理を想 

走 する ) には， 「発生史的導入 法 」が重視され 

なければならない．つまり 会計が生成・ 発展し 

てきた経緯の 中で，その基軸となっている 複式 

簿記の記録・ 計算の技術・ 手続の生成プロセス 

ほ ついて教育することこそ 重要であ るからであ 

る・ ただし， 「発生史的尊人法」は 学問的興味 

を誘う万法であ るとしても，その 研究開発には 

時間を要する・ よって当面は ， 「勘定形式導入 

法 」を整備・補完する 過程で， 発生史的 ァプ 

ローチを併用すべきと 考える． その 2 3 な 過程 

の中で「簿記原理」の 要素も選別・ 構想、 されな 

ければならない． 

おわりに 

「簿記教育に 著しく乖離がみられている 現状に 

対して， いかに考え， いかに対応、 したらよいの 

か， いかに乖離を 調和したら よい のか」という 

課題に - 直面して，筆者は ，簿記教育のアイデン 

ティティ基盤として「簿記原理」の 再 確認あ る 

いは再構築を 前提として， 「簿記原理」の 教育 

が 不完全な場合あ るいは軽視されている 場合を 

「簿記教育における 乖離の状態」と 解釈、 した   

その結果， 「簿記原理」を 基盤として種々の 簿 

記教育が成り 立つことを指摘した． これらはい 

ずれも相互に 乖離した簿記教育であ るともいえ 

る． しかし 筆者はこれに 与しない． 相互に相 

手の考えている 簿記教育を批判し 自分の描く 

簿記教育に同調させようとすれば ( 特に理論簿 

記教育と実務簿記教育が 対立する場合には ), 

無用の議論を 招くこと必至で ，簿記教育全体の 

発展を阻害するからであ る． 

それにしても「簿記原理」の 再構築について 

は，改めて検討しなければならない． 

一 - -- 生 

1) 日本簿記学会の 研究部会は， 簿記理論，簿記 教 
育 ， 簿記実務の 3 部会から成っている ，筆者が 

担当したのは 簿記教育研究部会であ れ ), 研究 
テーマは「学校簿記教育の 態様とその内容」で 

あ った． 研究期間 (1986 年秋期 一 1988 年秋期 ) 
は 2 年 ( 他の部会も同じ ) で，報告は年次大会 

で 行われ， 日本簿記学会年報 ( 第 3 号及び第 4 

号 ) にも掲載されている． 
筆者を除く同研究部会のメンバー はつぎの と 

おりであ った ( 所属は当時のもの ). 
興津裕康 氏 ( 近畿大学 ) 
宗和高次 氏 ( 姫路商業高等学校Ⅰ 
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永野 稔氏 ( 都立第四商業高等学校 ) 
出役 晴 同氏 (Bl 日経理専門学校 ) 

2) 教育レベルは 日商簿記検定一級合格を 目安とし 
ているといわれている． 
3) 最近の専門学校 ( ただし簿記・ 会計教育に関す 
るもの ) では，Ⅱ経理学科， 回 経営ビジネス 学 
科，レ、 ), 情報ビジネス 学科などを設けて ， それぞ 

れの学科に多様なコースを 設定し ， 正に多様な 

ニーズに応えようとしている． また短期大学通 
信教育部との 併願コース ( 例えば税理士短大 
コース，経営管理短大コースなど ) を設けるな 

ど教育努力には 注目に値するものがあ る． 
4) ただしカリキュラム 上は簿記教育が 会計 ( 学 Ⅰ 
教育の前提となっていることは 殆 んど共通的で 
あ る． 
5) ここでは高校，専門学校， 大学における 簿記教 

育の時間 ( 及び単位 ) についての比較・ 検討は 
割愛している． 

6) また簿記原理という 講義名称を使っている 大学 
も 多いが， その内容は筆者が 現在念頭に置いて 

るもの ( 後述 ) と異なっているからであ る． 

7) 私見に ょ れば，簿記 書 で叛 ぅ のは本支店の 合併 
手続までで，連結に 関する基礎的技術は 十分理 
解できる． これ以上の内容は 簿記で扱う対象と 
はならない． 例えば， 本支店の合併では 本店・ 

支店の決算日は 当然乍ら同じであ るが， 連結で 
は親会社・子会社で 決算日が異なる 場合が結構 

多い． この場合どのような 処理をするのかとい 
う問題は簿記論の 範囲ではない． なお下記のも 

の参照のこと． 

中村忠・大藪俊哉共著 
「簿記の問題点をさぐる」 ( 税務経理協会， 

昭和 62 年 1 月 ) 
簿記学の体系 pp. l0 一 13 

連結財務諸表 pp. 177 一 182 

8) 簿記の目的は ， ①財務諸表作成の 資料提供，② 
帳 簿記録による 財産管理・損益管理の 2 つに 大 

別される． しかし学校で 教育される理論簿記で 
管理目的のために 説明されるのは ，せいぜⅡ ィ ) 
現金出納帳 ・当座勘定出納 帳 によって現金の 管 
理・預金管理をする ，同商品 有 高帳 によって商 
品口の管理をする ( もちろん財産管理の 観点から 
のみ説明されるだけではなく ，期中払出単価の 
決定，期末在庫評価のためにも 利用される， ), 
レぐ @ 掛金元帳 ・買掛金元帳 による取引先別の 債 
権 ・債務の管理， 目 固定資産台帳 による固定資 
産の管理，㈲ 経費明細 表 による経費の 節減管理， 
ぐらいであ る． のみならず， これらは記録の 仕 

方のみが説明されるだけであ り，管理目的上こ 
の記録を利用するという 視点からの演習問題は 
皆無といってよ い ． この結果，①の 目的の簿記 

が強調され，筆者のい う 財表簿記が展開される・ 
従来の簿記手続を 鵜呑みにし簿記理論 ( 筆者 
のい う 理論とは教育上の 説明体系を指す・ ) が 展 

間されない大きな 原因の一つとして ，財表簿記 
の展開を指摘しておきたい． 

9) 後述する「簿記原理」の 具体的内容として ， 商 

品売買取引が 示されるが， ここでは単一商品勘 
定の処理と分割商品勘定の 処理が中心となる． 

よって①商品特殊売買の 処理はもちろん ，② 仕 
大詔 掛 および値引・ 割戻しの処理などは 現在の 
ところ， BOX Ⅱで扱うべきであ ると考えている 
が，②の処理またはその 一部 は ついては BOXI 
の「簿記原理」に 含めて教育すべきであ るとい 
う考え方もあ り得よう． 
また逆に単一商品勘定の 処理では，分詞 法 ， 

総記 法 および小売 棚卸 法の処理が考えられるが ， 

小売 棚卸法は ついては BOXU で扱うべきであ る 
という考え方もあ り，分割商品勘定の 処理では， 
2 分 法 および 3 分法を扱うべきであ ると考えて 

いるが， 2 分 法は ついては扱うとすれば BOXD 
で教育すべきであ るという主張も 予想される． 
本稿ではこれらの 点に関してこれ 以上触れない． 
10) 日本簿記学会の 簿記実務研究部会報告「特殊商 
品売買の会計処理について」 ( 代表 神森智氏 「 松 
m 大学」， 日本簿記学会年報第 3 号，第 4 号 ) 参 
照のこと． 

11) この種の主張は 実務家からされるのが 普通であ 
っ たが，最近で 研究者からもこれに 近い問題提 
起がなされている． たとえば，つぎを 参照のこ 
と 

中村忠 稿 「大陸 式 と英米 式 」 ( 秘経セミナⅠ 
昭和 62 年 m1 月号，税務経理協会 ) 
安平昭二 稿 「簿記一巡の 手続きと精算表」 

( 秘経セミナⅠ平成 3 年 10 月 号 ，税務経理 協 
ム ) 

12) 本支店会計における 未 選取引については ，① 営 
業取引として 処理する方法と②決算整理取引と 
して処理する 方法とがあ り， 本店および支店の 

記帳 上， また本店のおこなう 合併手続上その 処 
理について議論されている． 詳細については 拙 

者「簿記の計算と 理論」 ( 税務研究会出版局 ) 
(PP. 453 一 479) 参照のこと・ 

13) とくに高校簿記教育では ，学習指導要領の 改訂 
およびそれに 基づく教科書検定を 経るため，教 
場ではタイムリ 一な実務教育はできない・ 
14) 元来， 簿記は実務 白 りなもの (practical book- 
keeping) であ る・しかし学校で 教育する簿記は 
会計実践で実際におこなわれている 簿記そのも 
の (book-keeping in practice) とは限らない・ 
すなわち，学校教育の 対象となる簿記は ，いわ 
ば理論的に首尾一貫しておりかつ 実施可能なも 
の (theorelically consislent and praclically 
possiblebook-keeping) でなければならないか 
らであ る． そうであ っても， たとえば特定業種 
固有のものであ ったり，高額のコンピュータを 
利用しなければならないためなどから 適用範囲 
の狭い簿記法は 学校教育から 除外せざるを 得な 
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これを試算表等式という ( 正確には残高試算 
表等式であ るが，合計試算表等式というのはな 
い ので，試算表等式といえば ，残高試算表等式 

を指す．， 
この試算表等式において ，左辺の資産を 石 辺 
に移項 し 右辺の収益を 左辺に移項 し ，式の両 
辺に マイナスを掛けると ， 

収益 一 費用 二 資産 一 負債 一 資本 

となる・ この左辺は損益法等式を 示すもので 
あ り，右辺は財産法等式を 示すものであ る ( な 

んとなれば，資産，負債は 期末のそれで ，両者 
の差額は期末資本を 示し また資本は期首資本 
であ るからであ る． ). 
かくして複式簿記では ，損益法損益計算と 財 
産法損益計算とを 同時に行い， 両 計算の結果算 
出される純損益が 一致することによって。 記 
録・計算の正確性を 自動的に検証し 得る仕組む 
そのうちにもっていることがわかる． 
19) 当然ながら．精算表の 損益計算書欄 と 貸借対照 
表 欄は ，大陸 式 簿記 法 における損益勘定と 残高 

勘定に相当するもので ，財務表 欄 ではない． 
ワ 0) 簿記上取引は 種々の観点から 分類される．実際 
取引と振替取引 ( 擬制取引ともいう ) の分類も 
その 1 つ であ るが・ この分類は帳 簿決算手続を 

前提とした振替手続の 説明で意味をもつ． 
21   かつて算盤の 教育は簿記教育と 対になっていた 
が， 別の科目として 教育されていたのと 同じ関 
係にあ る ( もちろん現在でも 算盤の教育はなさ 
れているが，電卓がこれにとって 伐 っている ). 

また BO)XT, Ⅱ ， m は簿記教育の 中味であ るが， 

BOX Ⅳは簿記教育の 手段 ( たとえば簿記 CA I 

の基盤を提供する ) あ るいは会計実践の 手段で 
あ る． 

22) 土俵の違いから 生ずる無用の 議論が日本簿記学 

会の大会および 部会でもしばしば 目撃されてい 
る 

ワ Ⅰ 3) また通信教育についても 割愛した・通信教育は ， 

Ⅱ適切なテキスト・ 教材が完備されていること ， 
口受講者が記帳 指導にしたがって 意欲的に記帳 

演習を行い。 必ずその添削を 受けること，   "   有 

能な指導官が 丁寧に添削を 行い・文書または 
テープによる 助言をすること ，の 3 つの条件が 
そろえば，時間にも 制限されないので 学校教育 

よりも優れた 教育方法であ る． 
元来通信教育は ， 原理的理論簿記について 実 

施されており ，都会を離れて 居住する者や ，都 
会に生活する 場合でも昼間働く 者にとって便利 
な学習法として 活用されてきた． しかし簿記 
専門学校 @ 間部併設が多い ) が 各地に設立さ 
れるにおよんで ， その人気は激減している． よ 

って現在通信教育といえば ， 各業界の連合会や 

連盟が会員会社の 社員に対して 実施しているも 
の ( たとえば，全国銀行協会連合会の 実施して 

いる全銀協通信教育「財務分析基礎講座」 ) を 指 
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い ． この説明を導入過程で 行うことは不適当で 

あ るとして、 分記 法 が採られる． 商業高校用 検 
定教科書で総記法の 説明を省略し 分記 伝 のみ 

を扱っている 理由はこの辺にあ ると思われる． 
( なお筆者は，外部取引と 内部取引の区別という 
観点からは，分 詞 法の記帳 法 そのものが誤りで 
はないかと思っている． この点についでは 今後 
の課題の 1 つとしたい． ) 

サービス業で 導入すれば，決算手続の 説明で 

上記の不便は 避けられる． ただし簿記教育のす 
べてをサービス 業を対象として 行うことは， そ 

の説明の普遍性からも 不適当であ る． よって 簿 
記 - 巡の手続はまずサービス 業を対象として 行 
い ，つぎに商品売買業に 移行する・沼田嘉穂 著 

「簿記教科書」 ( 同文館 ) は， この手順が採られ 
ている代表白りなものであ る． 

34) この導入法は 従来「財務諸表導入 法 」と呼ばれ 
ていたが，筆者はこの 呼称を敢えて 用いていな 

い ． 複式簿記は財務諸表を 作成するためにのみ 

存在するという 先入観を与えたくないからであ 
る． 

35) 米国では「貸借対照表導入 法 」から「簿記等式 
導入 法 」へとその主流が 移行しているようであ 

るが、 「簿記等式導入 法 」の基本等式は 貸借対照 
表等式であ るから，基本的には 変わらないもの 
と考えることができる・ただ 説明の仕方として 
は、 「簿記等式導入 法 」の方が極めて 単純明解， 
機械的に行える 利点があ る．つまりつぎに 示す 
① ， ②の等式を最大限に 併用して説明する 

① 資 産 Ⅰ 負 債 七 資 本 

( 所有主持分 ) 

借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 

              十           
② 借方 =  貸方 

なお， 米国では株式会社で 導入するので ， 貸 

借対照表等式が 基本等式となるが ， わが国で個 
人企業を対象として 簿記を導入する 場合には， 
資本等式が基本等式となる． よって同じ「簿記 
等式導入 法 」でもまた バリエーシ，ン があ る． 
( おおや ぶ としや 横浜国立大学経営学部教 

授 ) 


